
 

いしかわまち 

ファミ・サポ通信   
 
  

  ますます暑さの厳しい日々が続いておりますが、会員の皆様には、ご健勝にてお過ごしのこと

と存じます。 

コロナウイルス対応のワクチン接種が５月に石川町で始められてからおねがい会員さんはじ

め、全対象者の皆さんが完了するまでには、まだ時間を有するものと思われますが、１日も早い

収束を願うばかりです。 

どうか、気を緩めることなく、体調管理には十分に留意し、今自分ができることを考えて行動し

ていきましょう。 

 さて、過日はあずかり会員の皆様には、救命講習会を受講いただきまして、ありがとうござい 

ました。 

今号は、あずかりサポートの様子、救命講習会の様子などをお伝えいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年８月 1日発行 

      第４号 

あずかりサポート活動中です！ 

 

クリスタルパーク・石の広場

で遊ぶのがだあ～いすき！ 

水分を補給しながらたっぷ

り遊んだ後は、お母さんの愛情

いっぱいのお弁当を完食！ 

おいしかったね～       

 



 

 心肺蘇生の手順をプロジ

ェクターにて学んでいます。 

 

乳児の心肺蘇生手順、覚えていま

すか？ 

体と頭の支え方（気道の確保等）、

胸骨圧迫の仕方を丁寧にご指導

いただきました。 

 

・・・・・ 救命講習会を受講！ もしもの時に備えて ・・・・・ 
                           

去る 7月 7日の七夕の日に石川消防署 

に                      において、救命講習会をあずかり会員さん 

が受講しました。 

                        1週間前から体温を記録し、web講習 

                       を各自受講し当日の講習に臨みました。 

                       救命救急士さんのご指導で、ソーシャルデ 

                       スタンスをとりながら、成人と乳児の訓練 

用マネキンを使用し、「心肺蘇生」の手順を 

学びました。 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 



・・・・・ ご 存 知 で し た か ？ ・・・・・ 

7月第 4週（7／19～７／25）は子どもの事故防止週間です！ 

 

  ケガや事故は、日常生活をするうえで時と場所を選ばず、いつも隣り合わせにあるものです。 

 日常生活のなかで、「ヒヤッ！」としたり、「ハッ！」としたりした経験はありませんか？  

1件の重大な事故の背景には 29件の軽い事故があり、３００件のヒヤリ・ハット事例が存在

すると言われています。（ハインリッヒの法則） 

 今号では、ほんの一例ですが、よくある事例を挙げてみましたので、あずかり会員の皆さんも

おねがい会員の皆さんも、ファミサポ活動中や日常生活の中で経験したヒヤリ・ハットを振り返

り重大な事故予防に務めていきましょう。 

〈その 1〉 

  ドアの開閉をした際に、指をはさんでしまった。 

  

〈その２〉 

  ミニカーを噛んで遊んでいて、取れたタイヤを飲み込みそうになった。    

   

〈その３〉 

  歯ブラシをくわえたまま歩き出し転びそうになった。 

 

〈その４〉 

  テーブルかけを引っぱり、淹れたてのコーヒーを頭からかぶりそうになった。 

 

〈その５〉 

  踏み台にのぼり、ベランダの手すりに身をのりだしそうになっていた。 

 

〈その６〉 

  ポット、アイロン、炊飯器、ヒーターなどにさわろうとしていた。  

 

〈その７〉 

  滑り台をすべろうとしたら、パーカーのフードがひっかかってしまった。 

 

〈その８〉 

  手をつないで散歩をしていたら、子どもが突然走りだし車にぶつかり 

そうになった。 

 

  十分に気をつけていても起こるのが事故ですが、小児の事故は発達と密接に関連しています。 

例えば昨日までできなかったことが今日突然できるようになったりするからです。 

「ヒヤリッ！」「ハッ！」としたときに、予防対策をたてることが、重大な事故につながらない 

最良の方法です。 

 



   

風船あそび 
         

 

 

                               

        うちわあおぎ         つなひき 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 

  救命講習会がコロナ禍の影響により開催されず受講できない状況でしたが、6月から石川 

 消防署において、コロナ対策をとりながら救命講習会が再開できるようになり、受講するこ 

とができました。 

 今後も、救命講習会を含め今まで学んだことを十分に活かしながら、おねがい会員さんの 

ご希望に添いながら、よりよいサポート活動をしていきたいと思います。 

  連日の猛暑に体力を奪われそうですが、規則正しい生活を心がけ、体調を崩さずにのりき 

 っていきましょう。 

 

 

  

 

 

家にあるもので運動遊び 

 石川町ファミリー・サポート・センター（石川町保健センター・社会福祉協議会内） 

住所  〒963-78６3 石川町字渡里沢３７番地の５ 

TEL （0247）26-3793（社協）・070-2017-7113（専用） 

FAX （0247）57-7003（共通） 

センター開所時間 月曜日～金曜日（8時 30分～17時 15分） 

 

 

 

会  員  数 

（令和３年６月～７月） 

総会員数    １３名 

おねがい会員・・・６名 

あずかり会員・・・７名 

サ ポ ー ト 件 数 

（令和３年６月～７月）   

サポート件数   ５件 

預かり・・・４件 

送 迎・・・１件 

２ 
３ 

レジ袋 

１ 


